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第１　令和６年度事業計画に関する書類

１　事 業 計 画

　令和６年度は文化芸術に親しむきっかけづくり、市民の文化芸術活動の支援、文化芸術普及・情

報発信事業の推進の３つの柱で事業を展開する。また、新たに子ども文化芸術事業「アーティスト

とであう」に美術のプログラムを導入し、福岡アジア美術館のアートカフェにおいて観光客向けの

事業を実施する。

⑴　文化芸術に親しむきっかけづくり

①　子ども文化芸術事業

　子どもたちが文化芸術を鑑賞・体験できる機会を創出し、文化芸術の魅力を伝えることを目的

に、国内外で活躍しているアーティストを小学校等へ派遣し、音楽、ダンス、演劇、美術、日本

伝統文化、国際文化の体験型プログラム「アーティストとであう」を実施する。

②　伝統芸能事業

子どもたちの伝統文化・伝承文化に対する関心と理解を深めるために、伝統文化に興味を持

つきっかけを作る伝統芸能のワークショップ等を開催する。

③　社会参加促進事業

年齢や障がいの有無、性別や国籍に関わらず、誰もが文化芸術に触れ、親しむ機会を創出し、

文化芸術を通じて社会との新しい関係を築くことを目的に、障がいのある人、ない人が共に創

り、踊るダンス公演を開催する。また、特別支援学校へのアーティスト派遣を実施する。

④　文化芸術を活用したにぎわい創出事業

福岡アジア美術館のアートカフェにおいて、市民や観光客がアジアや福岡の文化芸術に気軽

に触れる機会を提供し、音楽や舞踊、伝統芸能等のイベントを実施する。なお、インバウンド

や国内観光客向けのものについては、金曜日の夕方に定期的に実施する。

⑵　市民の文化芸術活動の支援

①　第61回福岡市民芸術祭

市民の文化芸術の発表の場、身近に触れ合う場として、音楽・舞台芸術・美術・伝統芸能な

ど幅広い文化芸術団体が参加する市民芸術祭を開催する。また、主催事業として、オープニン

グイベントや福岡市民会館の閉館と連携したイベントを実施する。

②　ステップアップ助成プログラム

「アーツカウンシル福岡」として、福岡市において文化芸術活動を行い、今後の活躍が期待

される団体・個人に対して、活動経費の一部を助成するとともに、広報や専門アドバイザーに

よる助言・フォローアップ等の支援を行う。
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⑶　文化芸術普及・情報発信事業の推進

①　文化芸術資源収集活用事業

福岡市民の財産となる美術品、博物館資料等を、福岡市美術館、福岡アジア美術館、福岡市

博物館と共働して収集し、三館での展示を通じて市民が多様な文化芸術資料を身近に鑑賞する

機会を創出する。

②　文化芸術広報事業

財団事業と合わせて、福岡の文化芸術活動や文化施設、イベントなどについて機関誌『ｗａ』、

ホームページやメールマガジン、ＳＮＳ等により情報発信を行う。

③　ミュージアム連携事業

福岡市美術館、福岡アジア美術館、福岡市博物館の収蔵品をモチーフとしたミュージアムグッ

ズや、収蔵品等に関する図録・叢書等の製作、販売を行い、三館の魅力や実施イベント、講座な

どの広報を支援する。

④　賛助会「ｗａ+ｃｌｕｂ（わたすクラブ）」事業

市民の芸術鑑賞機会の増大及び福岡市の文化芸術活動の振興を目的に、財団事業をはじめと

する文化芸術活動のサポーターとして、会員の加入促進を図る。

⑤　福岡音楽都市協議会

福岡を日本・アジアを代表する音楽都市にすることを目指して設立された、福岡音楽都市協

議会の事務局を担う。
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2　収 支 予 算 書（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

　⑴　収 支 予 算 書
（単位：千円）

科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減
Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経 常 増 減 の 部
⑴ 経 常 収 益

① 基 本 財 産 運 用 益 1,336 1,338 △ 2
② 特 定 資 産 運 用 益 186 186 0
③ 受 取 賛 助 会 費 3,200 3,200 0
④ 事 業 収 益 21,881 20,236 1,645
⑤ 受 取 補 助 金 等 118,297 93,293 25,004
⑥ 受 取 助 成 金 2,000 100 1,900
⑦ 受 取 寄 付 金 100 100 0
⑧ 雑 収 益 10 10 0

経 常 収 益 計 147,010 118,463 28,547
⑵ 経 常 費 用

① 事 業 費 140,109 111,729 28,380
文化芸術に親しむきっかけづくり 34,237 12,987 21,250
市民の文化芸術活動の支援 10,900 10,900 0
文化芸術普及・情報発信事業の推進 26,083 22,927 3,156
人 件 費 53,826 50,441 3,385
そ の 他 経 費 15,063 14,474 589

② 管 理 費 7,081 6,956 125
人 件 費 4,118 4,087 31
そ の 他 経 費 2,963 2,869 94

経 常 費 用 計 147,190 118,685 28,505
当 期 経 常 増 減 額 △ 180 △ 222 42

２ 経 常 外 増 減 の 部
⑴ 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計 0 0 0
⑵ 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計 0 0 0
当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 180 △ 222 42
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 85,391 85,613 △ 222
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 85,211 85,391 △ 180

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 566,653 566,653 0
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 566,653 566,653 0

Ⅲ 正味財産期末残高 651,864 652,044 △ 180
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　⑵　収支予算書内訳表
（単位：千円）

科　　　　　　　目 公 益 目 的
事 業 会 計 法 人 会 計 内部取引等

消　　 去 合 計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１ 経 常 増 減 の 部

⑴ 経 常 収 益
① 基 本 財 産 運 用 益 1,336 0 0 1,336
② 特 定 資 産 運 用 益 186 0 0 186
③ 受 取 賛 助 会 費 3,200 0 0 3,200
④ 事 業 収 益 21,881 0 0 21,881
⑤ 受 取 補 助 金 等 111,216 7,081 0 118,297
⑥ 受 取 助 成 金 2,000 0 0 2,000
⑦ 受 取 寄 付 金 100 0 0 100
⑧ 雑 収 益 10 0 0 10

経 常 収 益 計 139,929 7,081 0 147,010
⑵ 経 常 費 用

① 事 業 費 140,109 0 0 140,109
文化芸術に親しむっかけづくり 34,237 0 0 34,237
市民の文化芸術活動の支援 10,900 0 0 10,900
文化芸術普及・情報発信事業の推進 26,083 0 0 26,083
人 件 費 53,826 0 0 53,826
そ の 他 経 費 15,063 0 0 15,063

② 管 理 費 0 7,081 0 7,081
人 件 費 0 4,118 0 4,118
そ の 他 経 費 0 2,963 0 2,963

経 常 費 用 計 140,109 7,081 0 147,190
当 期 経 常 増 減 額 △ 180 0 0 △ 180

２ 経 常 外 増 減 の 部
⑴ 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計 0 0 0 0
⑵ 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計 0 0 0 0
当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 180 0 0 △ 180
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 85,098 293 0 85,391
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 84,918 293 0 85,211

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 566,653 0 0 566,653
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 566,653 0 0 566,653

Ⅲ 正味財産期末残高 651,571 293 0 651,864
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第２　令和５年度決算に関する書類

１　事　業　報　告

令和５年度は、文化芸術に親しむきっかけづくり、市民の文化芸術活動の支援、文化芸術普及・

情報発信事業の推進の３つの柱で下記のとおり事業を展開した。

⑴　文化芸術に親しむきっかけづくり

①　子ども文化芸術事業

　子どもたちが文化芸術を鑑賞・体験できる機会を創出し、文化芸術の魅力を伝えることを目

的に、国内外で活躍しているアーティストを小学校等へ派遣し、音楽、ダンス、演劇、日本伝

統文化、国際文化の体験型プログラム「アーティストとであう」を実施した。

②　伝統芸能事業

　幅広い層の市民の伝統文化・伝承文化に対する関心と理解を深める機会を創出し、その継承・

普及につなげるため、住吉神社能楽殿でクラシックコンサートや能のワークショップを実施し

た。

③　社会参加促進事業

　年齢や障がいの有無、性別や国籍に関わらず、誰もが文化芸術に触れ、親しむ機会を創出し、

文化芸術活動を通じて社会との新しい関係性を築くことを目的にトークイベント等を開催し

た。また、アクロス福岡と連携し、特別支援学校への音楽のアーティスト派遣を実施した。

④　アートカフェ事業

　福岡アジア美術館のアートカフェに、市民や来訪者が気軽に文化芸術に触れることができる

場を創出し、アジアをはじめとする様々な国の音楽・舞踊や九州交響楽団のミニコンサート等

を実施した。

⑵　市民の文化芸術活動の支援

①　第60回福岡市民芸術祭

市民の文化芸術の発表の場、身近に触れ合う場として、音楽・舞台芸術・美術・伝統芸能な

ど幅広い文化芸術団体が参加する市民芸術祭を開催した。また、主催事業として、音楽やダン

スのイベントを実施した。

②　ステップアップ助成プログラム

「アーツカウンシル福岡」として、福岡市において文化芸術活動を行い、今後の活躍が期待

される団体・個人に対して、活動経費の一部を助成するとともに、専門アドバイザーによる助

言・フォローアップや広報等の支援を行った。
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⑶　文化芸術普及・情報発信事業の推進

①　文化芸術資源収集活用事業

福岡市民の財産となる美術品、博物館資料等を、福岡市美術館、福岡アジア美術館、福岡市

博物館と共働して収集し、三館での展示を通じて市民が多様な文化芸術資料を身近に鑑賞する

機会を創出した。

②　文化芸術広報事業

財団事業と合わせて、福岡の文化芸術活動や文化施設、イベントなどについて機関誌『ｗａ』、

ホームページやメールマガジン、ＳＮＳ等により情報発信を行った。

③　文化芸術普及事業

　福岡市美術館、福岡アジア美術館、福岡市博物館の収蔵品をモチーフとしたオリジナルミュー

ジアムグッズや、収蔵品等に関する図録・叢書等の製作、販売を行い、三館のＰＲ・広報を実

施した。

④　賛助会「ｗａ+ｃｌｕｂ（わたすクラブ）」事業

市民の芸術鑑賞機会の増大と福岡市の文化芸術活動の振興を目的に、財団事業をはじめとす

る文化芸術活動のサポーターの加入促進を図るため、会員特典の充実等を図り、賛助会の魅力

向上に努めた。

⑤　福岡音楽都市協議会

福岡を日本・アジアを代表する音楽都市にすることを目指して設立された、福岡音楽都市協

議会の事務局を担った。
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２　貸 借 対 照 表（令和6年3月31日現在）
（単位：円）

科          目 当 年 度 前 年 度 増   減
Ⅰ 資　産　の　部

１ 流　動　資　産
現 金 預 金 11,282,985 9,769,301 1,513,684
未 収 金 3,546,739 5,857,081 △ 2,310,342
印 刷 物 等 17,249,617 17,144,226 105,391
前 払 費 用 5,820 6,168 △ 348

流 動 資 産 合 計 32,085,161 32,776,776 △ 691,615
２ 固　定　資　産

⑴　基　本　財　産
普 通 預 金 290,360 291,260 △ 900
投 資 有 価 証 券 199,709,640 199,708,740 900

基 本 財 産 合 計 200,000,000 200,000,000 0
⑵　特　定　資　産

文化芸術資源収集活用事業積立資産 366,652,620 366,652,620 0
文化普及事業積立資産 14,452,518 14,149,710 302,808
文化芸術広報・支援積立資産 42,967,100 46,132,100 △ 3,165,000
文化芸術事業支援積立資産 2,672,401 1,988,143 684,258

特 定 資 産 合 計 426,744,639 428,922,573 △ 2,177,934
⑶　その他固定資産

什 器 備 品 466,652 558,452 △ 91,800
ソ フ ト ウ ェ ア 2,997,354 223,942 2,773,412
電 話 加 入 権 418,000 418,000 0

そ の 他 固 定 資 産 合 計 3,882,006 1,200,394 2,681,612
固 定 資 産 合 計 630,626,645 630,122,967 503,678
資 産 合 計 662,711,806 662,899,743 △ 187,937

Ⅱ 負　債　の　部
１ 流　動　負　債

未 払 金 10,542,107 9,475,348 1,066,759
前 受 金 306,000 328,000 △ 22,000
預 り 金 773,015 778,340 △ 5,325
リ ー ス 債 務 0 52,633 △ 52,633

流 動 負 債 合 計 11,621,122 10,634,321 986,801
２ 固　定　負　債

固 定 負 債 合 計 0 0 0
負  債  合  計 11,621,122 10,634,321 986,801

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
１ 指 定 正 味 財 産

指 定 正 味 財 産 合 計 566,652,620 566,652,620 0
（うち基本財産への充当額） （ 200,000,000）（ 200,000,000）（ 0）
（うち特定資産への充当額） （ 366,652,620）（ 366,652,620）（ 0）

２ 一 般 正 味 財 産
一 般 正 味 財 産 合 計 84,438,064 85,612,802 △ 1,174,738
（うち基本財産への充当額） （ 0）（ 0）（ 0）
（うち特定資産への充当額） （ 60,092,019）（ 62,269,953）（△ 2,177,934）

正 味 財 産 合 計 651,090,684 652,265,422 △ 1,174,738
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 662,711,806 662,899,743 △ 187,937
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３　正味財産増減計算書（令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）
　⑴　正味財産増減計算書

（単位：円）

科　　　　　　　目 当　 年　 度 前　 年　 度 増　　　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経 常 増 減 の 部

⑴ 経 常 収 益

① 基 本 財 産 運 用 益 1,339,100 1,338,200 900

② 特 定 資 産 運 用 益 186,017 186,998 △ 981

③ 受 取 賛 助 会 費 916,000 911,500 4,500

④ 事 業 収 益 24,599,407 20,177,839 4,421,568

⑤ 受 取 補 助 金 等 93,293,000 89,037,169 4,255,831

⑥ 受 取 助 成 金 100,000 2,944,000 △ 2,844,000

⑦ 受 取 寄 付 金 0 0 0

⑧ 雑 収 益 392,204 294,236 97,968

経 常 収 益 計 120,825,728 114,889,942 5,935,786

⑵ 経 常 費 用

① 事 業 費 114,868,544 107,727,726 7,140,818

② 管 理 費 7,131,922 6,430,490 701,432

経 常 費 用 計 122,000,466 114,158,216 7,842,250

当 期 経 常 増 減 額 △ 1,174,738 731,726 △ 1,906,464

２ 経 常 外 増 減 の 部

⑴ 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計 0 0 0

⑵ 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 1,174,738 731,726 △ 1,906,464

法 人 税 等 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 1,174,738 731,726 △ 1,906,464

一般正味財産期首残高 85,612,802 84,881,076 731,726

一般正味財産期末残高 84,438,064 85,612,802 △ 1,174,738

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 566,652,620 566,652,620 0

指定正味財産期末残高 566,652,620 566,652,620 0

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 651,090,684 652,265,422 △ 1,174,738
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　⑵　正味財産増減計算書内訳表
（単位：円）

科　　　　　　　目 公益目的
事業会計 法人会計 内部取引等

消　　　去 合 計

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経 常 増 減 の 部

⑴ 経 常 収 益

① 基 本 財 産 運 用 益 1,339,100 0 0 1,339,100

② 特 定 資 産 運 用 益 186,017 0 0 186,017

③ 受 取 賛 助 会 費 916,000 0 0 916,000

④ 事 業 収 益 24,599,407 0 0 24,599,407

⑤ 受 取 補 助 金 等 86,255,331 7,037,669 0 93,293,000

⑥ 受 取 助 成 金 100,000 0 0 100,000

⑦ 受 取 寄 付 金 0 0 0 0

⑧ 雑 収 益 382,204 10,000 0 392,204

経 常 収 益 計 113,778,059 7,047,669 0 120,825,728

⑵ 経 常 費 用

① 事 業 費 114,868,544 0 0 114,868,544

② 管 理 費 0 7,131,922 0 7,131,922

経 常 費 用 計 114,868,544 7,131,922 0 122,000,466

当 期 経 常 増 減 額 △ 1,090,485 △ 84,253 0 △ 1,174,738

２ 経 常 外 増 減 の 部

⑴ 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計 0 0 0 0

⑵ 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計 0 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0 0

他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 1,090,485 △ 84,253 0 △ 1,174,738

他 会 計 振 替 額 0 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 1,090,485 △ 84,253 0 △ 1,174,738

法 人 税 等 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 1,090,485 △ 84,253 0 △ 1,174,738

一般正味財産期首残高 85,319,564 293,238 0 85,612,802

一般正味財産期末残高 84,229,079 208,985 0 84,438,064

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 566,652,620 0 0 566,652,620

指定正味財産期末残高 566,652,620 0 0 566,652,620

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 650,881,699 208,985 0 651,090,684
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４　財務諸表に対する注記

　　⑴　重要な会計方針
ア　有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的債券…個別法による取得原価基準を採用している。なお、債券の取得価額と債券
金額との差額については、重要性が乏しいため、償却原価法は適用してい
ない。

イ　棚卸資産の評価基準及び評価方法
印刷物等……………先入先出法に基づく原価法を採用している。

ウ　固定資産の減価償却の方法
建物附属設備、什器備品及びソフトウェア…定額法による減価償却を実施している。
リース資産…………リース期間を耐用年数とするリース期間定額法による減価償却を実施して

いる。
エ　引当金の計上基準

該当なし
オ　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。
カ　リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引は、
契約1件当たりのリース料総額が300万円以上の取引につき、売買取引に係る方法に準じた会計
処理を採用している。

　　⑵　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基 本 財 産
普 通 預 金 291,260 0 900 290,360
投 資 有 価 証 券 199,708,740 1,000,000 999,100 199,709,640

小 計 200,000,000 1,000,000 1,000,000 200,000,000
特 定 資 産

文化芸術資源収集活用事業積立資産 366,652,620 730,700,240 730,700,240 366,652,620
文 化 普 及 事 業 積 立 資 産 14,149,710 934,431 631,623 14,452,518
文化芸術広報・支援積立資産 46,132,100 12,709,921 15,874,921 42,967,100
文化芸術事業支援積立資産 1,988,143 2,102,955 1,418,697 2,672,401

小 計 428,922,573 746,447,547 748,625,481 426,744,639
合 計 628,922,573 747,447,547 749,625,481 626,744,639
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　　⑶　基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 当期末残高 うち指定正味財産（ ）か ら の 充 当 額
うち一般正味財産（ ）か ら の 充 当 額

うち負債に（ ）対応する額
基 本 財 産

普 通 預 金 290,360 ( 290,360) ( 0） －
投 資 有 価 証 券 199,709,640 (199,709,640) ( 0） －

小 計 200,000,000 (200,000,000) ( 0） －
特 定 資 産

文化芸術資源収集活用事業積立資産 366,652,620 (366,652,620) ( 0) （ 0）
文 化 普 及 事 業 積 立 資 産 14,452,518 ( 0) ( 14,452,518）（ 0）
文化芸術広報・支援積立資産 42,967,100 ( 0) ( 42,967,100）（ 0）
文化芸術事業支援積立資産 2,672,401 ( 0) ( 2,672,401) ( 0)

小 計 426,744,639 (366,652,620) ( 60,092,019）（ 0）
合 計 626,744,639 (566,652,620) ( 60,092,019）（ 0）

　　⑷　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科 目 取 得 価 額 減価償却累計額 当 期 末 残 高

什 器 備 品 1,572,045 1,105,393 466,652
ソ フ ト ウ ェ ア 6,733,000 3,735,646 2,997,354

合 計 8,305,045 4,841,039 3,464,006

　　⑸　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）
種 類 及 び 銘 柄 帳 簿 価 額 時 価 評 価 損 益

福 岡 市 公 募 公 債
平 成 2 4 年 度 第 6 回 10,000,000 10,832,000 832,000

福 岡 市 公 募 公 債
令 和 5 年 度 第 9 回 1,000,000 1,005,000 5,000

福 岡 市 公 募 公 債
平 成 2 6 年 度 第 2 回 70,000,000 74,697,000 4,697,000

大 阪 府 公 募 公 債
第 4 7 2 回 118,709,640 114,482,760 △ 4,226,880

合 計 199,709,640 201,016,760 1,307,120
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　　⑹　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）
補助金等の名称 交　 付 　者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
補 助 金

事 業 補 助 金 福 岡 市 0 93,293,000 93,293,000 0
助 成 金

九 州 芸 術 祭
参 加 事 業
助 成 金

（公財）九州文化協会 0 100,000 100,000 0

合 計 0 93,393,000 93,393,000 0

５　附 属 明 細 書

⑴　基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記⑵及び⑶に記載するとおりであるため、

省略する。

⑵　引当金の明細

該当なし
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６　財  産  目  録（令和6年3月31日現在）

（単位：円）

貸 借 対 照 表 科 目 場 所 ・ 物 量 等 使 用 目 的 等 金        額

（流 動 資 産）

現 金 手許保管 運転資金として 37,050

預 金 普通預金 運転資金として

西日本シティ銀行（支払） 10,633,099

西日本シティ銀行（賛助） 612,836

西日本シティ銀行（天神） 0

西日本シティ銀行（補助金） 0

福岡信用金庫（美術品） 0

未　収　金 ㈱福岡金文堂 公益目的事業の売上
代金

2,639,214

GMOイプシロン㈱ 公益目的事業の売上
代金

262,526

㈱梓書院 公益目的事業の売上
代金

134,798

（公財）九州文化協会 公益目的事業の売上
代金

100,000

その他 公益目的事業の売上
代金等

410,201

印 刷 物 等 福岡市美術館グッズ 公益目的事業に供す
るもの

6,688,166

福岡アジア美術館グッズ 公益目的事業に供す
るもの

2,201,673

福岡市博物館グッズ 公益目的事業に供す
るもの

7,975,603

その他グッズ 公益目的事業に供す
るもの

384,175

前 払 費 用 ㈱プリントパック R6年度分「福岡ダンスエ
クスチェンジ」チラシ印刷

5,820

流動資産合計 32,085,161

（固 定 資 産）

基 本 財 産 普 通 預 金 福岡信用金庫 公益目的保有財産で
あり、運用益を公益
目的事業の財源とし
て使用することとし
ている。

290,360

投資有価証券 大阪府公募公債 118,709,640

福岡市公募公債 10,000,000

福岡市公募公債 1,000,000

福岡市公募公債 70,000,000

特 定 資 産 文化芸術資源収集
活用事業積立資産

福岡信用金庫・普通預金(美術品）公益目的事業の積立資
産であり、福岡市から
の美術品等取得資金と
して管理されている。

13,179,950

福岡信用金庫・定期預金 310,000,000

美術品等　福岡市博物館 公益目的事業の保有
資産である。

4,972,670

美術品等　福岡アジア美術館 38,500,000



— 14 —

文化普及事業積立資産 西日本シティ銀行・普通預金（支払） 公益目的事業の積立資産であり、
福岡市美術館叢書等の製作及び維
持管理を行うため管理されている。

302,808

西日本シティ銀行・普通預金（図録・叢書） 14,149,710

文化芸術広報・支援積立資産 福岡銀行・普通預金 公益目的事業の積立資産であり、
広報活動及び美術館等の活動支
援を行うため管理されている。

42,967,100

西日本シティ銀行・普通預金（支払） 0

文化芸術事業支援積立資産 西日本シティ銀行・普通預金（賛助） 公益目的事業の積立資産で
あり、文化芸術活動者支援
等のため管理されている。

684,258

西日本シティ銀行・普通預金（寄付） 1,810,846

ゆうちょ銀行・振替貯金 177,297

その他固定資産 什器備品 ネットワーク構築等 公益目的保有財産2件
及び共用財産1件

466,652

ソフトウェア ホームページ等 公益目的保有財産3件
及び法人保有財産１件

2,997,354

電話加入権 電話加入権　5回線 共用財産1件 418,000
固定資産合計 630,626,645

資 産 合 計 662,711,806

（流 動 負 債） 未　払　金 役員報酬・派遣職員・
嘱託職員・臨時職員

3月分給与賃金 1,994,160

㈱サヌイ織物 御刀印帳製作業務 3,245,220

㈱九州インターメディア 財団ホームページ改
修業務委託

2,898,500

福岡アジア美術館 付加使用料（熱量・
電気・水道・管理費他）

708,971

㈱大塚工藝社 2月・3月グッズ委託販売 163,720

㈱アクト・フォ 2月・3月グッズ委託販売 120,582

㈱オーニシ 共用財産であるPC賃借料等
オーニシ光（2月・3月分）

494,655

篠原・植田税理士法人 決算報酬 286,000

㈱ユナイテッドハーツ 財団ホームページ・WEBアー
トリエ運用管理・更新業務委託

268,400

理想科学工業㈱ RISOプリンター保守料 132,000

その他 公益目的事業、管理
業務に関するもの

229,899

前　受　金 令和６年度賛助会会費 公益目的事業に関するもの 306,000
預　り　金 源泉所得税他 773,015

流動負債合計 11,621,122
固定負債合計 0

負 債 合 計 11,621,122
正味財産合計 651,090,684
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７　収 支 計 算 書（令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）
（単位：円）

科　　　　　　　目 当初予算額 最終予算額 決 算 額 差　　　異

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経 常 増 減 の 部

⑴ 経 常 収 益

① 基 本 財 産 運 用 益 1,338,000 1,338,000 1,339,100 △ 1,100

② 特 定 資 産 運 用 益 186,000 186,000 186,017 △ 17

③ 受 取 賛 助 会 費 3,200,000 3,200,000 916,000 2,284,000

④ 事 業 収 益 20,236,000 20,236,000 24,599,407 △ 4,363,407

⑤ 受 取 補 助 金 等 93,293,000 93,293,000 93,293,000 0

⑥ 受 取 助 成 金 100,000 100,000 100,000 0

⑦ 受 取 寄 付 金 100,000 100,000 0 100,000

⑧ 雑 収 益 10,000 10,000 392,204 △ 382,204

経 常 収 益 計 118,463,000 118,463,000 120,825,728 △ 2,362,728

⑵ 経 常 費 用

① 事 業 費 111,729,000 111,729,000 114,868,544 △ 3,139,544

② 管 理 費 6,956,000 6,956,000 7,131,922 △ 175,922

経 常 費 用 計 118,685,000 118,685,000 122,000,466 △ 3,315,466

当 期 経 常 増 減 額 △ 222,000 △ 222,000 △ 1,174,738 952,738

２ 経 常 外 増 減 の 部

⑴ 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計 0 0 0 0

⑵ 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計 0 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 222,000 △ 222,000 △ 1,174,738 952,738

法 人 税 等 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 222,000 △ 222,000 △ 1,174,738 952,738

一般正味財産期首残高 84,752,000 84,752,000 85,612,802 △ 860,802

一般正味財産期末残高 84,530,000 84,530,000 84,438,064 91,936

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 566,653,000 566,653,000 566,652,620 380

指定正味財産期末残高 566,653,000 566,653,000 566,652,620 380

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 651,183,000 651,183,000 651,090,684 92,316
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　８　契約金額が3億円以上の工事又は製造の請負の契約

　　　該当なし

　９　契約金額が4,000万円以上の不動産等の買入れ等の契約

　　　該当なし

第３　監 事 の 意 見

１　事業報告等の監査結果

⑴　事務報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、当財団の状況を正しく示しているもの

と認める。

⑵　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ

ない。

２　計算書類及びその附属明細書並びに財産目録等の監査結果

　計算書類及びその附属明細書並びに財産目録等は、当財団の財産及び損益の状況のすべての重大

な点について適正に表示しているものと認める。
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第４　役員及び評議員名簿（令和6年7月１日現在）

役  職  名 氏  名 備 考

理 事 長 石 原 　 進 九州旅客鉄道株式会社特別顧問

専 務 理 事 小 野 哲 司 （常勤）

理 事 伊 藤 拓 真 九州大学人文科学研究院准教授　

理 事 岩 熊 正 道 ＲＫＢ毎日放送株式会社代表取締役専務取締役

理 事 大　塚　ムネト 劇団ギンギラ太陽'ｓ主宰

理 事 北 里 　 晋 福岡文化連盟事務局長

理 事 古 賀 桃 子 特定非営利活動法人ふくおかＮＰＯセンター代表

理 事 定 村 俊 満 株式会社ソーシャルデザインネットワークス代表取締役社長

理 事 髙　宮　由美子 ＹＥＳＡＮＤ代表

理 事 塚　﨑　謙太郎 株式会社西日本新聞社くらし文化部長

理 事 深　町　健二郎 有限会社フリースタイル代表取締役

理 事 福　田　大二郎 福岡市教育委員会教育次長

理 事 吉 田 宏 幸 福岡市経済観光文化局理事

監 事 新 屋 　 潔 公益財団法人西日本シティ財団専務理事

監 事 土 田 裕 章 一般財団法人ふくおかフィナンシャルグループ
文化芸術財団常務理事

評 議 員 宇田川　宣　人 九州産業大学名誉教授

評 議 員 内 村 芳 郎 九州電力株式会社常務執行役員

評 議 員 大　山　平一郎 ロベロシアター室内楽プロジェクト芸術音楽監督
ミュージック　ダイアロッグ音楽監督

評 議 員 尾 本 　 章 九州大学大学院芸術工学研究院教授

評 議 員 柴 田 建 哉 福岡文化連盟理事長

評 議 員 豊 田 康 弘 西部瓦斯株式会社取締役常務執行役員

評 議 員 中 野 　 等 福岡市博物館総館長

評 議 員 中　山　喜一朗 福岡市美術館総館長

評 議 員 安 川 　 仁 株式会社九電工上席執行役員


